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太陽エネルギーの利用あれこれ 

Leader’s TOPICS 

 エネルギー部会・自然環境部会 工学博士 三田重雄 

ソーラーオルゴールのある体験教室で、太陽エネルギ

ーがどのように利用されているか、先生が子どもたちに

尋ねたところ、暖める、地球の温度を上げる、光で照ら

す、植物が育つ、そしてようやく太陽電池が出た。最近、

太陽電池を使った太陽光発電設備を色々な所で見受ける

が、工作好きの子どもたちでも太陽が当たると暖かいと

いう認識の方が強く、太陽電池は身近な存在ではないよ

うだ。 

平成 24 年 7 月にスタートした再生可能エネルギーの

固定価格買取制度でも太陽光発電設備の導入量 1）は大き

く、図-1 に示す発電量で約 7 倍に達した。この制度で

は国民負担も増大しており、見直しが行われて 4 月 1 日

に改正法が施行された。ここでは、太陽エネルギーにつ

いて簡単に触れ、熱エネルギーを利用した発電法を示す。 

❂ 太陽のエネルギー 

太陽は中心部の核融合反応によって発生した膨大なエ

ネルギーを、宇宙空間へ光として放出している。目で見

える光球表面の温度は約 6000℃で、1 億 5000 万 km

離れた地球に届く太陽エネルギーは 1.37kW/m2 であ

る。しかしながら、大気による反射や吸収があって地表

に届くのはその半分で、温室効果によって平均温度は

15℃位に保たれている。 

 

❂ 太陽熱利用による発電 2） 

■ 集光型太陽熱発電：レンズや鏡を用いて太陽光を集

光し、多くはその熱で水を蒸発させて蒸気タービンを

回転させる発電方式で、火力発電や原子力発電と同様

に発電機で発電するが、熱の発生に太陽熱を利用する。

スターリングエンジンを直接回転させる方式もある。

これらには平面鏡で 1 か所に集光する方式や、曲面鏡

を連ねて鏡の前に設置された液体の流れるパイプに太

陽光を集中させる方式等があり、アメリカやスペイン

で数 100MW 級まで実用化されている。 

日本では実証試験の段階で、図-2 にアメリカ・カリ

フォルニア州の Solar Two（10MW）を示す。一方、

ゼーベック効果を使って熱を電気に直接変える研究も

行われ、日本で変換効率が 11%に達する成果 3）も得

られ、実用化が期待されている。 

■ ソーラーアップドラフトタワー：太陽熱で暖められ

た空気の上昇による気流の風力を利用し、タワー内の

タービンを回して発電する方式で、1980 年代にスペ

インで実証実験が行われ、アメリカでの建設計画もあ

るが実現には至ってない。筆者は今秋、はまぎんこど

も宇宙科学館の体験教室で、これを模型化したソーラ

ー風車の授業を予定している。 
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図-1 再生可能エネルギーによる発電設備の導入量 1） 
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